
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
現

技
術
開
発
な
ど
報
告
書
で
骨
子

新
築
建
築
物
の
基
準
適
合
へ

社
整
審

省
エ
ネ
対
策
で
第
４
次
答
申

下
水
道
政
策
研
究
委
員
会
は
一
月
二
十
六
日
、
第
四
回
「
脱
炭
素
社
会
へ
の
貢
献
の
あ
り
方
検
討
小
委
員
会
」

（
委
員
長
・
花
木
啓
祐
東
洋
大
学
情
報
連
携
学
部
教
授
）
を
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
し
た
。
下
水
道
事
業
に
お
け
る
技

術
開
発
の
方
向
性
や
国
際
貢
献
の
進
め
方
に
つ
い
て
活
発
に
議
論
し
、
二
月
中
に
ま
と
め
る
予
定
の
報
告
書
の
骨

子
を
打
ち
出
し
た
。
下
水
道
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
最
大
活
用
や
温
室
効
果
ガ
ス
の
積
極
的
な
排
出
削
減
、
地
域
・

分
野
連
携
の
拡
大
な
ど
を
通
じ
て
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
下
水
道
の
実
現
を
め
ざ
す
。

下
水
道
政
策
研
究
委
は
国

民
か
ら
期
待
さ
れ
る
下
水
道

の
役
割
を
果
た
し
、
適
切
な

整
備
・
管
理
を
着
実
に
推
進

す
る
た
め
、
国
土
交
通
省
下

水
道
部
と
公
益
社
団
法
人
日

本
下
水
道
協
会
が
平
成
十
一

年
に
共
同
で
設
置
。
こ
れ
ま

で
に
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
２
１

０
０
や
新
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

な
ど
を
ま
と
め
て
き
た
。

昨
年
七
月
に
国
交
省
の
環

境
分
野
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
国
土
交
通
グ
リ
ー
ン
チ

ャ
レ
ン
ジ
が
打
ち
出
さ
れ

た
。
同
研
究
委
で
は
こ
う
し

た
新
た
な
動
き
を
踏
ま
え
、

下
水
道
分
野

で
も
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に

貢
献
で
き
る
よ
う
議
論
を
進

め
て
い
る
。

下
水
道
事
業
は
大
量
の
電

気
を
消
費
し
て
お
り
、
排
出

さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
は
Ｃ

Ｏ
２
換
算
で
年
間
約
６
０
０

万
ｔ

Ｃ
Ｏ
２
と
な
っ
て
い

る
。
水
・
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
集
約
さ
れ
る
下
水
道
は

脱
炭
素
社
会
に
貢
献
で
き
る

高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
そ
な

え
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
活

用
は
一
部
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
の
が
実
情
だ
。
た
と
え
ば

下
水
道
バ
イ
オ
マ
ス
リ
サ
イ

ク
ル
率
は
約
３４
％
と
四
割
に

満
た
な
い
。
ま
た
地
方
公
共

団
体
実
行
計
画
で
下
水
道
施

策
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
計
画

も
一
部
に
と
ど
ま
っ
て
お

り
、
一
般
市
で
は
３
５
２
／

４
９
２
市
で
位
置
づ
け
な
し

と
な
っ
て
い
る
。

今
回
ま
と
め
た
報
告
書
の

骨
子
で
は
脱
炭
素
社
会
に
向

け
て
下
水
道
が
め
ざ
す
べ
き

将
来
像
を
提
示
。
下
水
道
施

設
の
省
エ
ネ
化
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
徹
底
活
用
、

下
水
道
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

最
大
活
用
し
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
、
炭
素
・

栄
養
塩
の
好
循
環
な
ど
を
推

進
し
、
多
様
な
主
体
と
の
協

働
化
を
図
り
つ
つ
地
域
の
活

性
化
・
強
靭
化
、
ま
ち
づ
く

り
、
国
際
社
会
の
脱
炭
素
化

な
ど
を
牽
引
し
て
い
く
。

と
く
に
強
化
す
べ
き
取
り

組
み
と
し
て
地
域
の
成
長
に

貢
献
す
る
循
環
シ
ス
テ
ム
の

選
択
、
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用
と
良
好
な
水
質
確
保

の
両
立
、
多
様
な
主
体
と
の

連
携
拡
大
に
向
け
た
環
境
整

備
、
脱
炭
素
化
を
支
え
る
シ

ス
テ
ム
・
技
術
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
、
国
際
貢
献
に
向
け

た
技
術
の
国
際
力
強
化
な
ど

を
明
示
し
て
い
る
。
具
体
的

な
施
策
展
開
に
あ
た
っ
て
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
・
取
り
組
み
の

見
え
る
化
、
戦
略
的
な
脱
炭

素
化
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
な
ど
に
力
を
入
れ
る
。

社
会
資
本
整
備
審
議
会

（
進
藤
孝
生
会
長
・
日
本
経

済
団
体
連
合
会
顧
問
・
日
本

製
鉄
㈱
会
長
）
は
二
月
一

日
、
今
後
の
住
宅
・
建
築
物

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
あ

り
方
第
三
次
答
申
と
建
築
基

準
制
度
の
あ
り
方
第
四
次
答

申
を
ま
と
め
た
。
省
エ
ネ
対

策
で
は
新
築
建
築
物
の
省
エ

ネ
基
準
へ
の
適
合
や
省
エ
ネ

基
準
の
段
階
的
引
き
上
げ
を

見
据
え
た
よ
り
高
い
省
エ
ネ

性
能
の
確
保
、
既
存
建
築
物

ス
ト
ッ
ク
の
省
エ
ネ
化
、
建

築
物
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
な
ど
を
提
言
。

こ
れ
を
受
け
て
国
土
交
通
省

は
具
体
的
な
施
策
に
反
映
し

て
い
く
方
針
だ
。

政
府
は
二
〇
二
〇
年
十
月

に
温
室
効
果
ガ
ス
を
実
質
的

に
ゼ
ロ
に
す
る
二
〇
五
〇
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を

め
ざ
す
こ
と
を
宣
言
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
量
の
約
三
割
、
木
材

需
要
の
約
四
割
を
占
め
る
住

宅
・
建
築
物
分
野
で
も
省
エ

ネ
の
徹
底
や
吸
収
源
対
策
と

し
て
の
木
材
利
用
拡
大
、
既

存
建
築
ス
ト
ッ
ク
の
長
寿
命

化
な
ど
が
早
急
に
求
め
ら
れ

て
い
る
。

今
回
の
答
申
に
よ
る
と
、

二
〇
二
五
年
度
ま
で
に
原
則

と
し
て
す
べ
て
の
建
築
物
に

基
準
適
合
義
務
範
囲
を
拡
大

す
る
。
と
く
に
新
築
時
の
基

準
適
合
に
よ
る
省
エ
ネ
性
能

の
底
上
げ
が
重
要
だ
。

二
〇
三
〇
年
度
以
降
に
新

築
さ
れ
る
建
築
物
に
つ
い
て

は
Ｚ
Ｅ
Ｈ
・
Ｚ
Ｅ
Ｂ
水
準
の

省
エ
ネ
性
能
の
確
保
を
め
ざ

し
、
省
エ
ネ
基
準
を
段
階
的

に
引
き
上
げ
て
い
く
。
こ
れ

に
伴
い
省
エ
ネ
性
能
の
高
い

建
築
物
を
選
択
で
き
る
市
場

環
境
を
整
備
す
る
。

一
方
、
省
エ
ネ
基
準
に
満

た
な
い
住
宅
ス
ト
ッ
ク
は
既

存
建
築
ス
ト
ッ
ク
の
八
七
％

を
占
め
て
い
る
。
こ
の
た
め

省
エ
ネ
改
修
よ
る
一
層
の
省

エ
ネ
性
能
向
上
が
不
可
欠
と

な
っ
て
い
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
は
地
域
の
気
候
条
件

な
ど
に
適
応
し
た
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
く
。

ICT・AIを活用した高度な水処理

高効率散気装置の採用

花木委員長

バ
イ
オ
マ
ス
メ
タ
ン
発
酵
施
設

進藤会長
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